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＜パートナーシップ＞

☑

☑

☑

☑

☑

☑

☑

☑

☐

三側面
（分野に☑）

熊本イノベーションフォーラムへの協賛・参加。
県内各地域の地域課題に関して各自治体とディスカッション
及びソリューションの提案を実施。

部店周辺の清掃活動の他、産山村
と連携し、村内の街づくり及び交通
課題の解決を図っている。

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

お客様に対し、SDGｓ・ＥＳＧに関す
る情報提供及び社内業務の効率化
提案を実施。

地域と連携し、熊本法人営業部として地域に根差した活動に
取組む

清掃活動等を通じて積極的に貢献
する。

経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

お客様のご紹介件数（マッチング）を
2023年度までに2020年度対比
で１．５倍にする。

環境・観光・交通など様々な観点から、各自治体様と連携し
SMBCグループ一体となって各種提案、ソリューション提供を
行った。マッチングに関してはコロナ禍の影響もあり、指標を
未達成となるも、１．４倍程度増加した。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

ＳＤＧｓ・ＥＳＧに関する戦略立案サ
ポートやＤＸ関連サービスのご提
案・ご提供を積極的に進める。

前期の指標に対する実績

お客様のＳＤＧｓ・ＥＳＧに関する戦略・課題をＳＭＢＣグループ
ソリューションでサポート

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

弊行本部であるサステナブルソリューション部やグループ会社
の三井住友ファイナンス＆リースや日本総合研究所と連携し
お客様へソリューションのご提案・ご提供を実施。

熊本県のお客様、熊本県及び熊本県下の市町村様、熊本県銀行協会加盟金融機関様など様々なステー
クホルダーの皆様へ、弊行及び弊行グループ企業からご提案や情報提供を行うことで、ＳＤＧｓ普及推進
に貢献し、皆様と共に一層発展できるよう取り組みます。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

2020年度77件  2021年度120件
2022年度137件  2023年度61件
年平均106件で約1.4倍程度増加。

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

ＳＤＧｓの取組を通じた新規事業やアライアンスの創出サポート
地方創生に繋がる熊本県への貢献

社会

経済

環境
熊本県内の観光消費の増加に資する提案をSMBCグループ
連携し実施。

観光消費の増加に資する提案件数
2023年度1件→2026年度5件

社会

経済
・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値お
よび更新時（3年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要がありま
す。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な
取組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境
熊本県内各地の地域交通課題に対し、SMBCグループで連携し
解決を図る。

地域交通課題への提案件数
２０２３年度０件⇒２０２６年度３件

社会

経済

環境
お客様のＳＤＧｓ・ＥＳＧに関する戦略・課題をＳＭＢＣグループ
ソリューションでサポート。

SDGｓ・ESGへの提案件数
2023年度2件→2026年度6件

事業者名 株式会社三井住友銀行　熊本法人営業部

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

事業活動を通じて経済的価値・社会的価値を創出し、経済の成長と共に社会課題が解決に向かい、そこ
に生きる人々が幸福を感じられる「幸せな成長」に貢献していきます。
それに向け、「環境」「DE&I・人権」「貧困・格差」「少子高齢化」「日本の再成長」の5つをSMBCグループ
として主体的に取り組む重点課題と定め、その解決に向け10のゴール及び重要指標を設定の上、社会
的価値の創造に向けた取り組みを推進していきます。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞


